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　自分は最近，無謀にも臨床系の大学院を開設するな
どして1），院生と循環器疾患の大規模レジストリから
の分析を行ったりしている。そこでよく「統計難し
いっすね」などという趣旨の発言を耳にしたりもする
のだが，厳密にはそれは間違った認識であると思う。
　実は統計の理論そのものはそれほど難しいことでは
ない。高校数学の新課程では「データ解析」が【数Ⅰ】
に織り込まれ（2012年～），高校生でもその基本的な
コンセプトは習得可能，とされている。実際，進研ゼ
ミの Q & Aなどをみても十代にして彼らの理解度は
恐ろしく高い2）。
　なので，極端なことを言えば，統計解析というのは
足し算や引き算のような演算の一種であり，統計家は
電卓である（註）。ただここで問題なのは，
　医療者が考えるほど統計という学問も「カッチリ」
したものではなく，逆に医学という学問も統計家が思
うほど「キチッ」としていない
ということではなかろうか。日常の臨床には非常に多
くのヒューマンファクター（目に見えない交絡因子）
が存在し，それを互いが認識し，共同作業で補正して
いかないときちんとした研究を行うことはできない。
　そこで本書『今日から使える医療統計』である。こ
れまで数多くの統計系の書籍が出版されてきたが，ど
こか「カッチリ」した教科書が多く，実践とはかけ離
れている感があった。本書はそうではなく，現役の第
一線で活躍されている統計学者の新谷先生が極めて現
実的な視点でポイント絞った解説をしてくれている。
記述統計の項から入り，終盤にはロジスティック回帰
分析や生存解析の多変量解析モデルや，最近の医学論
文では当たり前に目にするようになった c-statisticsや
net reclassification improvementの内容までもカバー
している。
　特筆すべきは，新谷先生が米国で Grant（研究費）
の申請を行ったり，あるいは論文の査読を行ったりす

る立場の人物であるというところである。そうした立
場の方の生の声はなかなか聞こうと思っても聞けるも
のではない（しかも，日本語で！）。中でもパワー計算
（必要な症例数の算定）に関する率直な議論や，重回帰
分析を行うにあたっての共変量の考え方など，まさに
多くの方々が解答を見つけられずにいる問題ではなか
ろうか？
　現代は，良くも悪くも，クールに大量のデータが手
に入る時代になった。ここで問われるのはそのデータ
の「質」の評価，そしてそれを解釈するための正しい
疫学や医学統計知識であろうと感じている。新谷先生
も前書きで述べられている通り，残念ながらわが国の
医療統計を取り巻く環境は未発達である。Evidence 
Based Medicineに必須な知識を少しでも高めていた
だくため，ぜひ論文を読み始めた方々，あるいはこれ
から自分で疑問を解決しようという方々に，一読いた
だきたい好著である。
（註） 筆者は実際に統計の専門家からそのように自己

紹介されたことがあり3），統計家の先生方に悪意
があるわけではありません。
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